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（主論文の要旨） 

 

銀河系中心部(1kpc以内)は、星と星間物質が高密度に集中する特異な領域であり、現時点でもなお、その天文学

的理解は進んでいない。この原因の一つとして、視線方向上に多くの物質が重なり合っているために、中心部分の

みの切り分けが難しいことが挙げられる。これまでの電波領域における観測は、高空間分解能の大型望遠鏡による

局所的な観測 ( De Pree et al. 1996, Yusef-Zadeh et al. 1999, Shukla et al. 2004)が大半を占めており、 全体像を

定量的に把握するに至っていない。そこで我々はこれまので観測では手が付けられていなかった視線速速度±

30km/s以下の速度成分に的を絞り、銀河面中心方向に分布した CO分子雲を、NANTENデータベース(Mizuno & 

Fukui 2004) を用いてカタログ化した。解析は 5km/s毎のチャネルマップを作成し、分子ガスが銀緯±1度の範囲

に集中している（Bitran et al. 1997）ことから、解析範囲は銀緯±1.5度、銀経は±12度までをカバーする。方法

として、電波域から遠赤外域までの電磁波を輻射する種々天体と相関のある CO分子雲をカタログする。指標とし

た天体は大別すると 1) 遠赤外線源、 2) メーザー源、3) 水素再結合線、 4) 電波連続波源、 5) (NANTEN COと

は異なる)分子輝線の 5 つである。解析の結果、167 個の IRAS 点源、73 個の電波再結合線、58 個のメーザー源、

77個の分子輝線、107個の電波連続波源が CO分子雲に付随していることを特定した。また、コンパクトな X線源・

γ線源との CO分子雲の相関も調べ、7個の X線源、6個のガンマ線源が CO分子雲に付随していることを特定し

た。速度成分が一致した天体が付随している分子雲は本カタログで同定した全分子雲の 68％、一方、分布位置のみ

一致する分子雲は全分子雲の 32%であった。また、大質量星中の OB型星によって電離されて形成される超コンパ

クト HII領域を同定する際に用いられるWood & Churchewellの基準(1989)を満たしている IRAS点源を 77個同

定した。 

本論文では星形成が特に活発に行われている領域として W28、W30、W31 領域を詳しく解析した。これらの天

体までの距離をそれぞれ、2.0kpc、5.0kpc、4.5kpcとして、同定した分子雲の質量を 0.2-0.6×105 Mo、2.1-3.1×

105 Mo、1.8-3.9×105Moと見積もった。分子雲の質量が 5×104 Mo以上の天体がいずれの領域からも同定されて

おり、この領域で大規模な星形成が起こっていることが窺える。さらに、High Energy Stereoscopic System 

(H.E.S.S)を利用した高エネルギーTeVガンマ線銀河面探査のデータセット(Aharonian et al. 2005, 2006)と比較す

ることで、W28領域では 4つのガンマ線源と分子雲が相関すること（Aharonian et al. 2008）がわかり、W30領

域では 1035erg/s をこえる大きな輝度をもつガンマ線源と分子雲が付随する可能性を示した。高エネルギーの事象

と冷たい事象が相互作用している大変、興味深い天体である。 


